
むつ圏域

大規模氾濫時の減災対策協議会

取組状況

資料－２

むつ市 令和元年度の主な実施内容及び今後の取組予定
【対象河川：田名部川、小川、大畑川、脇野沢川等３４河川】

【令和２年度以降の主な実施内容】

○自主防災組織の結成促進

・令和元年６月２８日、自主防災体験研修会を県と共催し、自主
防災組織の役割と活動を伝えるとともに、未結成町内会に対し
広報活動を実施。

○防災知識の普及啓発
・住民避難に関する出前講座を８回開催し、のべ２９４人に防災
知識の普及啓発を実施。

○「避難準備・高齢者等避難開始」に伴う避難所開設
・令和元年１０月１２日、台風１９号の接近を受け、市内７箇所
に避難所を開設、最大２２人が避難実施。

○情報伝達手段の整備
・情報伝達手段整備の実施設計及び事業着手を予定。

○自主防災組織の結成促進
・自主防災体験研修会を県と共催し、自主防災組織の役割と活
動を伝えるとともに、未結成町内会に対し広報活動を実施予定。

○ハザードマップ改定・配布
・むつ市内で、想定最大規模
の洪水浸水想定区域の見直
しが予定されている４河川の
うち、最後となる脇野沢川の
洪水浸水想定区域の公表を
受け、昨年度作成した洪水ハ
ザードマップの改定を予定。

・今年度出水期中の市内全
戸配布を実施予定。

【令和元年度の主な実施内容】

○ハザードマップの作成
・「避難所情報」「土砂災
害」に関するハザードマッ
プを作成。

・「洪水」に関するハザード
マップは、「脇野沢川」の最
大想定規模の浸水想定区
域が公表された後、速や
かにハザードマップの配布
に至れるよう、基礎部分の
作成を実施。

○むつ市総合防災訓練の実施

・むつ市総合防災訓練の実地訓練及び図上訓練における、水害
想定の訓練実施について検討する。
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大間町 令和元年度主な実施内容及び今後の取組予定
【対象河川：奥戸川、小川代川、材木川】

【令和元年度の主な実施内容】 【令和２年度以降の主な実施内容】

○奥戸川改修工事（県事業）

写 真 写 真

・事業概要
法枠護岸工（右岸）Ｌ=73.0ｍ
付帯道路工 Ｌ=83.2ｍ
樋門工 Ｎ=1基

○土のう作り訓練（大間町防災訓練の際）
・町防災訓練において、水防団員（消防団員）
による土のう作り訓練を実施。

○水防団員（消防団員）の年報酬改定
・水防団員の士気向上及び加入促進を図るため、
年報酬額を増額改定。

○地域防災計画の見直し
・役場庁舎移転に伴い大間町地域防災計画（平成
26年3月修正）を改訂予定。

○奥戸川改修工事（県事業）
・奥戸川の河川改修工事（長期計画２ヵ年目）

○水防団員の継続的な募集（随時）
・消防団員と兼任となっているので、継続的な募
集を行う。

○水防資機材の配備
・水防資機材の点検及び拡充を図る。

3 3

東通村 令和元年度主な実施内容及び今後の取組予定
【対象河川：田名部川、青平川、野牛川、老部川等８河川】

【令和元年度の主な実施内容】 【令和２年度以降の主な実施内容】

○重要水防箇所や水防資機材等について、
合同巡視を実施

県、事業者と重要水防箇所等について、合同
巡視を実施。

○水防団（消防団）の継続的な募集

○想定最大規模降雨における浸水想定区
域図の配布

県より提供を受け、対象７地区、３８５世帯へ配
布済み。

○避難勧告・指示等のタイミングに関する
ルール作り・検討
水害対応タイムラインをもとに、引き続き浸水

想定区域内の避難基準について、地域防災計
画に反映させ関係者と共有を図るとともに、地区
住民への周知を行う。
併せて、避難訓練実施も検討していく。

○重要水防箇所や水防資機材等について、
合同巡視を実施

重要水防箇所等について、水防団（消防団）や
地元住民による巡視も検討していく。

○水防団員（消防団員）の確保

災害時活動する消防（水防）団員の確保に努
め、防災対応力の強化を図る。
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風間浦村 令和元年度主な実施内容及び今後の取組予定
【対象河川：目滝川、易国間川】

【令和元年度の主な実施内容】 【令和２年度以降の主な実施内容】

○令和２年度防災避難訓練における水防訓練の実施
・ 風間浦村管内において実施予定の防災避難訓練
で、シート張り工法及び土のう積工法等の水防訓
練を実施する予定。

○水害対策タイムラインの策定等
・ 水害対策タイムラインの策定、避難勧告等発令の
対象区域及び判断基準等の確認を行う。
・ 水害対策タイムラインを活用した避難訓練を実施
し関係機関及び住民で緊急時の対応を確認する。

○防災行政無線の保守管理
・ 村内各所に設置している防災行政無線のスピー
カーが経年劣化により破損する可能性があるた
め定期的に巡回し、保守管理に努める。

○土のう配備状況について
・平成30年度に確認した土のう配備状況について、
今年度においても有事の際に速やかに使用可能
な状況となっているか確認を行う。

〇令和元年度自主防災組織研修会の実施
・ 令和元年10月18日（金）に青森地方気象台予報官
を講師に招き、各地区自主防災組織、消防団、村内
関係者及び村職員等を対象に自主防災組織研修会
を実施した。
研修会では、河川の増大、氾濫等が起きた場合の
避難判断等についてワークショップを行い、災害時
の行動等について討論した。
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むつ圏域大規模氾濫時の減災対策協議会
佐井村 令和元年度主な実施内容及び今後の取組予定

【令和元年度の主な実施内容】

〇防災行政無線の改良等、
情報伝達手段の整備

・防災行政無線機器の
デジタル化を図るた
め、実施設計に着手

○自主防災組織研修会の開催

・村内自主防災組織の
育成強化を図ること
を目的に実施

○村広報誌で消防団員（水防団員）募集の
記事を掲載（毎年継続）
・30年度 185名⇒元年度 180名（5名減）

【令和２年度の主な実施内容】

〇前回作成から期間が経過している職員用
災害初動対応マニュアルの更新

〇防災行政無線の改良等、情報伝達手段の
整備

・防災行政無線機器のデジタル化を図る
ため、整備工事に着手

○市町村災害対策図上訓練支援事業を活用し、
県と連携した防災対策訓練を実施予定。

○村広報誌で消防団員（水防団員）募集の
記事を掲載（毎年継続）
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青森地方気象台 令和元年度主な実施内容及び今後の取組予定

【令和２年度以降の主な実施内容】
地域防災力を維持・継続・強化します。

【令和元年度の主な取組み予定】
地域防災支援を強化します。

平時から緊急時まで、常に地域に寄り添います。

●市町村訪問等  顔 見  関係  強化

●災害    気象情報利活用 関  研修 訓練 
 協力
⇒ 訓練シナリオ作成、ワークショップ、勉強会等

●地域防災計画 避難勧告     修正  協力

●日頃からの予報官コメントやメール等による解説

●協議会等との日頃からの連携

平 時平 時

●台風等説明会

●予報官コメント、ホットライン
⇒ 利用者 立場 立   情報提供

●JETTの派遣
⇒ 気象台職員を迅速に派遣

緊急時緊急時

市町村との顔の見える関係の維持・
継続、防災に関する知識の普及啓発

首長訪問 出水期前 市町村訪問   市町村  
顔 見  関係 維持 継続 自主防災組織 地域住
民   児童 生徒等 対象   防災 関  知識 
普及啓発
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青森県防災危機管理課 令和元年度主な実施内容及び今後の取組予定

【令和元年度の主な実施内容】 【令和２年度以降の主な実施内容】

〇防災教育や防災知識の普及

・昨年度に引き続き、人口減少に対応できる地域防災体
制を構築するため、次代を担う子どもたちを対象とし
た防災教育活動支援ツールの検討及び試行を実施し、
その結果を踏まえた上でツールを完成させる

・昨年度に引き続き、出前講座や自主防災体験研修会
を開催

・青森県総合防災訓練は9月14日に五所川原市で開催予定

〇市町村が実施する訓練の支援等

・風水害を想定した市町村災害対策本部図上訓練を実施
予定

〇市町村に対する避難対策等への支援

・避難勧告等の発令基準作成や避難対策等への助言
・情報伝達手段の強化などの避難対策について市町村担
当課長会議や地域懇談会において、意見交換・助言等
を行う

〇防災教育や防災知識の普及
・人口減少に対応できる地域防災体制を構築するため、
次代を担う子どもたちを対象とした防災教育活動支援
ツールの検討を実施

・防災全般に関する出前講座を計１２回開催
（１１４２人聴講）

〇市町村が実施する訓練の支援等
・7月26日に深浦町、12月18日に六戸町で河川の氾濫や土
砂災害を想定した災害対策本部図上訓練を実施

〇市町村に対する避難対策等への支援
・避難勧告等に関するガイドラインの改定に伴う警戒レ
ベルの運用開始に伴い、5月27日に市町村向けに説明会
を開催

・中南、西北、上北地域において地域懇談会を開催し、
警戒レベルの発令のタイミング等について意見交換を
実施
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青森県河川砂防課 令和元年度主な実施内容

【令和元年度の主な実施内容】
○簡易型河川監視用カメラの設置【着手】

・住民避難や水防活動に資する基盤整備として、
簡易型河川監視用カメラを県管理河川６６箇所に設置
うち、むつ圏域は小川(むつ市)､易国間川（風間浦村)、
福浦川(佐井村) 等の１０河川１１箇所に設置

河川監視カメラ設置箇所

・田名部川施設機能向上事業
（むつ市）を継続実施

・奥戸川総合流域防災事業
（大間町）を継続実施

・大荒川火山砂防事業
（むつ市）等を継続実施

○防災･減災、国土強靱化のための３カ年緊急対策【着手】

○想定最大規模降雨による浸水想定区域等の作成・公表【継続】

・大畑川(むつ市)において浸水想定区域図
を公表（令和元年7月24日）

○重要水防箇所の合同巡視【継続】

○治水ハード対策の推進【継続】

・田名部川・大畑川流域において河道掘削・河道伐木を実施
１０河川１１箇所に
簡易型河川監視用カメラ
を設置

簡易型河川監視用カメラ

市町村 設置河川

むつ市 大畑川・脇野沢川・
田名部川・小川・川内川

東通村 石釜沢川

風間浦村 易国間川・目滝川

佐井村 福浦川・大佐井川

＜簡易型河川監視用カメラ設置河川＞

「青森県河川砂防情報提供システム」カメラ映像 URL： http://www.kasensabo.bousai.pref.aomori.jp/

・水防団、水防管理団体（市町村）及び
河川管理者（県）等による河川の合同
巡視を継続実施

・令和元年度は新田名部川･小川･脇野沢川
(むつ市)､田名部川･ (むつ市・東通村)、
青平川･目名川（東通村）において実施

浸水想定区域図（大畑川）

田名部川（R1.11.26撮影）

合同巡視実施状況

平常時映像リアルタイム映像

【奥戸川】奥戸橋上流（R1施工箇所）

青森県河川砂防課 今後の取組予定

【令和２年度の主な実施内容】

○簡易型河川監視用カメラの設置【継続】

・住民避難や水防活動に資する基盤整備として、
令和元年度に引き続き、簡易型河川監視用カメラ
を県管理河川７箇所に設置
うち、むつ圏域は、小川代川(大間町)の１河川１箇所に
設置予定

河川監視カメラ設置箇所

・新田名部川大規模更新河川事業（むつ市）を実施
・奥戸川総合流域防災事業（大間町）を継続実施
・大荒川火山砂防事業（むつ市）等を継続実施

１河川１箇所に
簡易型河川監視用カメラ
を設置

○想定最大規模降雨による浸水想定区域等の作成・公表【継続】

・脇野沢川(むつ市)において浸水想定区域図を公表

○重要水防箇所の合同巡視【継続】

○治水ハード対策の推進【継続】

・今年度は川内川(むつ市)､野牛川･石釜沢(東通村)、
易国間川･目滝川(風間浦村)を対象に実施予定

＜簡易型河川監視用カメラ設置河川＞

簡易型河川監視用カメラ
設置例

市町村 設置河川

大間町 奥戸川水系小川代川

○河道内の堆積土砂対策を実施【継続】
・国土強靭化３カ年緊急対策事業・緊急自然災害防止対策
事業・緊急浚渫推進事業(R2新設)による河道掘削を実施

・令和２年度は、田名部川、大畑川、脇野沢川、大佐井川、
女館川、今泉川、松田川、天狗川で実施予定

事業概要図（奥戸川総合流域防災事業）
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